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研究成果の概要（和文）： 本研究の目的は、高齢者へ「家とモノの記憶」に関する聞き取り調査を行い、そこ
から在宅ケアにとって不可欠な「家のエージェンシー」を明らかにするものである。
　期間中、具体的には、スウェーデン、デンマーク、ヴァヌアツ、日本で調査を行い、高齢者たちにインタビュ
ーを行った。高齢者からは家と家財の記憶を訊いた。またケアワーカーからは、いかに家の記憶を保持すること
がよいケアに関連しているのかを伺った。
　こうした成果は順次、発表を行い、これまで論文を６本、図書を3冊執筆し、学会発表も５本行った（今後、
論文１本、図書２冊が刊行予定）。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to explore “agency of home,” which is essential 
for home care, through interviewing older people about their memories of home and things.
　During my research, I conducted research and interviewed with elderly people in Sweden, Denmark, 
Vanuatu and Japan. I've heard from the elderly about their memories of home. We also heard from care
 workers how retention of memories is associated with good care.
　These results have been published in succession, and so far I have written six papers and three 
books. I have also made five conference presentations (One article and two books will be published 
in the future).
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究では国内外の高齢者に家や家財の記憶についてインタビューを行い、また理論的には「家的な場所」の
意義を彫琢したがったが、それには次のような背景がある。
　今後、日本の高齢者ケアは施設から在宅へ移行する。私がこれまで調査してきた北欧諸国の場合、グループホ
ームなどには長らく愛用した家具や調度品を自宅から持ち込むことができ、家的な雰囲気がある。愛用品に囲ま
れることで、高齢者たちは、安心して暮らすことができるのである。
　そう考えると、「施設」でも「自宅」でもない「家的な場所」を志向した空間が、今後の日本でも求められる
のであり、本研究は今後の在宅ケアのあり方に一石を投じるものでもある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 本研究の背景には、近年のわが国の「在宅ケア」に対する意識の高まりがある。日本の終末
期の現状を述べるなら、現在、85％の人が病院、診療所、老人ホーム等の「施設」で最期を迎
えている。だが他方で、厚生労働省の諮問機関である「終末期医療のあり方に関する懇談会」
が 2010 年に行った調査によれば、自分の余命がほとんどないと判明した場合、70%以上の人
が在宅でのケアを望んでいるという結果が出た。こうした背景に鑑みると、今後、ケア現場の
最前線は「施設」を離れ「在宅」へと移行することは間違いない。 
 この点を踏まえ、現在、厚生労働省が主体となり「医療と介護の垣根をなくし、在宅におい
て協働するケア」を推進、展開しようとしている。だがそこでの問題群は決して政策の領域だ
けで閉じられるべきものではない。機能的な在宅ケアシステムの構築は、医学、社会福祉学、
看護学、そして文化人類学等のアカデミズムにとっても焦眉の急となる。 
 私がこれまで調査してきた北欧諸国の場合、グループホームが多く存在し、機能的に整備さ
れている。そこは「施設」でも「自宅」でもない。だがこれまで長らく愛用した家具や調度品、
写真などを自宅から持ち込むことができ、家的な雰囲気がある。その環境のなかで高齢者たち
は、寄り添い、安心して暮らすことができるのである。そう考えると、「施設」でも「自宅」で
もない「家的な場所」を志向した空間が、今後の日本でも求められることになるのである。 
 
 
 
２．研究の目的 
 上述の背景をもとに、本研究では、高齢者へ「家とモノの記憶」に関する聞き取り調査を行
い、そこから在宅ケアにとって不可欠な「家のエージェンシー」を明らかにすることを目的と
する。 
 この問題関心を文化人類学でいうと、B．ラトゥールや A．ジェルらが展開してきた、エー
ジェンシーの議論との親和性が高い。彼らの議論の要諦は、「モノが人間に働きかける」という
点から、主体（人間）／客体（モノ）の関係性を再考するところにある。日本の人類学におい
ても、こうしたモノがアクターとなりネットワークを構築するという脱人間主義的な研究の必
要性が謳われている。また近年では「存在論的転回」として、より広範な展開をみせてもいる。
こうした動向も踏まえて本研究は遂行されなくてはいけない。 
 より具体的にいうと、「家やモノ」がエージェントとなり、高齢者に安らぎや居場所を与えて
いるのではないかというのが本研究の仮説である。本研究は 3 地域のインタビューから、この
点を明らかにし、「家やモノのエージェンシー」をより深いレベルで考察する。 
 だが私のこれまでの研究で明らかになったのは、人々は「家やモノ」そのものに「居場所」
を感じているのではない。ある人にとって「家族写真」はある種の感情を喚起させるが、別の
人にとっては、それはただの紙切れに過ぎない。だからエージェントとして機能しているのは、
「家やモノ」そのものではなく、「家やモノの記憶」だといえる。では「記憶」は人間（主体）
なのかモノ（客体）なのか。ラトゥールらの議論では、こうした問題は論じられることがなか
った。裏を返せば、彼らの議論には、はじめから「人」か「モノ」しか存在しなかったのであ
る。 
 主体性を人間だけに限定せず、モノにまでそのエージェンシーを拡大する意義はたしかに存
在する。だが人間の生活のなかには、「人」と「モノ」だけでなく、「記憶」「感情」「人格」な
ど、そのどちらとも判別つかないものが多数存在している。ジェルらの議論を展開、刷新する
には、こうした曖昧な存在まで含め批判的に検討する必要がある。 
 
 
 
３．研究の方法 
 本研究では、日本、北欧（スウェーデン、デンマーク）、ヴァヌアツという 3地域の高齢者を
対象にインタビュー調査を行った。 
 質問項目は多岐にわたるが、主に以下の点について重点的に質問した。①家の記憶、②ライ
フヒストリー、③家財の記憶、④家族とのつながり、⑤これからの人生。 
 また高齢者本人ではなくケアワーカーにも質問する機会があった。その際には、いかにこれ
までの記憶が「適切なケア」に結びついているのかについて質問した。 
 こうして収集したデータを用いつつ、先にあげた先行研究の理論と接合しながら、「家のエー
ジェンシー」についての新たな理論を構築した（下図参照）。 

 



①聞き取り調査（３地域） ②文献調査・統計資料（３地域）

　→「家」の意義、「在宅への愛着」が明らかに 　→在宅ケアの現状を把握

③比較研究 ④理論研究

　→文化的特性が浮き彫りに 　→批判的考察と理論的可能性の模索

⑤統括

「在宅ケア」に関する政策的提言

家とモノ（家財）に対する記憶 在宅ケアに関する政策と実態

３地域を比較・検討 エージェンシー論の再考

エージェンシー論の刷新

 
 
 
 
４．研究成果 
 研究成果は順次、刊行・発表を行い公表した。研究期間中に論文を６本、図書を 3冊執筆し、
学会発表も５本行い、今後、論文１本、図書２冊が刊行予定である。 
 本研究の成果には、次のような意義がある。まず看護学や社会福祉学で論じられてきたこれ
までの「在宅ケア」論には、「家は高齢者にとって安心できる居場所」という暗黙の前提が横た
わっていた。だが、なぜ家が「居場所」なのか。北欧に多く見られる「自宅」でも「施設」で
もない「家的な場所」はどうなのか。こうした家の意義を根本から問う問題は、これまで等閑
に付されてきた。本研究では、「家やモノの記憶」に焦点を当てることで、家への愛着やその意
義が明らかになる。 
 そして高齢者問題やケアという問題群を扱っているので、近隣諸分野との連携することで、
今後もさらなる展開が可能となる。加えて私の居住・勤務する中山間地域の場合、増加する高
齢者の問題は、逼迫した社会問題である。最新の研究成果を学生に伝えることも可能であり、
より地域社会に還元できる研究だといえる。 
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